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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力プーリと出力プーリを有する回転軸を支持ケースによって回転可能に軸支する一方
、前記支持ケースの端部に位置する回転軸の軸支部の外周に、前記入力プーリに巻き掛け
たベルトを緊張させるためのテンションクラッチプーリを備えたタイトアームの取付孔お
よび前記出力プーリに巻き掛けたベルトを緊張させるためのタイトプーリを備えたタイト
アームの取付孔を嵌挿すると共に、両タイトアームの抜け止めを行なう止め輪を係合させ
、かつ、前記支持ケースの軸支部を合せ型の支持ケースで構成したことを特徴とする伝動
構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プーリを有する回転軸を軸支する支持ケースに、ベルト張り用のプーリを有す
るタイトアームを簡単な構造で精度よく支持することができる伝動構造を提供するもので
、特にコンバイン用の脱穀機に適した伝導構造を提供するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えばコンバイン等に搭載される脱穀機においては、エンジンからベルト伝動される入力
プーリを備えた伝動ギヤケースを、脱穀機枠の側面に取付ブラケットを介して取付ており
、この伝動ギヤケースから２番樋の２番プーリをベルト伝動するとともに、ギヤ噛合によ
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り駆動される伝動軸の回転を、ベルト伝導により扱胴を駆動するように構成している。
【０００３】
また、エンジン側のベルトをクラッチレバーによって動力入り切りさせるテンションクラ
ッチプーリのタイトアームを支持する支持軸と前記２番プーリをベルト張りするタイトプ
ーリのタイトアームを支持する支持軸とは、前記脱穀機枠の側面にいずれも個別の取付部
材によってそれぞれ支持している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の脱穀機は、入力プーリを取付けた軸を支持する支持ケースと、２番ラセンを駆
動するベルトのテンションクラッチプーリと、更にエンジンと伝動ギヤケースとの間のベ
ルトのタイトプーリを、それぞれ脱穀機枠に対して個別の取付部材によって取付けた伝動
支持構造としている。
【０００５】
従って、多くの部品点数を要するとともに、脱穀機枠側から十分な剛性を持つように補強
された構成にしなければならない等、構造が複雑でコスト高になるとともに、これらの組
付けを精度高く組付けることが困難で、非能率である等の課題がある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記従来の装置の持つ欠点を解消するための本発明に係る伝動構造は次のように構成され
ている。
【０００８】
　すなわち、本発明に係る伝動構造は、入力プーリと出力プーリを有する回転軸を支持ケ
ースによって回転可能に軸支する一方、前記支持ケースの端部に位置する回転軸の軸支部
の外周に、前記入力プーリに巻き掛けたベルトを緊張させるためのテンションクラッチプ
ーリを備えたタイトアームの取付孔および前記出力プーリに巻き掛けたベルトを緊張させ
るためのタイトプーリを備えたタイトアームの取付孔を嵌挿すると共に、両タイトアーム
の抜け止めを行なう止め輪を係合させ、かつ、前記支持ケースの軸支部を合せ型の支持ケ
ースで構成したことを特徴としている。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明の伝動構造につき説明する。
【００１３】
１は、コンバインやハーベスタ等の収穫機の機台１Ｋ（図３）に搭載される脱穀機であり
、この脱穀機１は箱型状枠体の脱穀機枠１ａ内に扱胴軸２によって扱胴２ａを回転可能に
支持した扱室２ｂと、この扱室２ｂの下方で図示しない揺動選別体を選別風路に揺動可能
に支持している。
【００１４】
そしてこの揺動選別体の下方に１番物を機外に排出移送する１番樋２０と、２番物を揺動
選別体に移送還元する２番樋２１を配設し、この１番樋２０は図３に示すように前記脱穀
機枠１ａの側壁に沿って上下方向に強固に立設した揚穀筒２２を連設し、移送される穀粒
（１番物）を図示しない穀粒タンク内に排出するように構成している。
【００１５】
そして、この脱穀機１は、本発明に係る伝動構造を構成する支持ケース（伝動ギヤケース
）３（図２、４、６）の入力プーリ３０に、脱穀機１の前部に設置しているエンジン４（
図３）の出力プーリ４０からベルト４１を巻き掛け、前記２番樋２１の２番螺旋軸プーリ
２１ａを伝動するように構成している。
【００１６】
そして、扱胴軸２の端部に固定されている扱胴プーリ２３を同時に動力を分配して伝動す
るように構成し、その動力の入り切りを後述するベルト張り用のプーリ５ａ（図３、４に
示すテンションクラッチプーリ）をクラッチレバー５Ｌの入り切り操作で作動することに
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よって行なうようにしている。
【００１７】
即ち、支持ケース３は、図２、６に示すように回転軸（入力軸）３１を脱穀機枠１ａに対
して直交する横方向に軸支しているとともに、伝動プーリ３２ａを有する伝動回転軸３２
を前記脱穀機枠１ａに沿わせて前方に向けて軸支し、支持ケース３内で両軸３１、３２に
それぞれ設けたギヤ３１ａ，３２ｂを噛合させている。
【００１８】
そして、上記回転軸３１の軸端に前記入力プーリ３０と、その外側にやや小径の出力プー
リ３３の２つのプーリを軸着し、この出力プーリ３３は前記２番螺旋軸プーリ２１ａにベ
ルト３４を巻き掛けるとともに、このベルト３４の下側に後述するベルト張り用のプーリ
（タイトプーリ）６ａを設けている。
【００１９】
そして、上記支持ケース３は図２、４、５で示すように上下に２分割した対称形状の合せ
型（割り型）の分割ケース３ａ，３ａに形成している。この構造は鋳造工程を簡単で廉価
に行なうようにしたものであり、これらの分割ケース３ａ，３ａには図６に示すように、
それぞれ固定孔３ｂと左右の取付孔３ｃ，３ｃを開孔し、各孔に固定ネジ３ｄと取付ネジ
３ｅをそれぞれ挿通して（図５）結着固定することにより、合せ型の支持ケース３を構成
している。
【００２０】
更に、左右の取付孔３ｃ，３ｃを、それぞれ揚穀筒２２側から突設した取付ブラケット２
２ａ（図４）上に、脱穀機枠１ａ側から突設した取付ブラケット１ｃ（図２）を重ね、両
者を共締めすることによって簡潔な構成により揚穀筒２２に安定よく支持している。
【００２１】
また、図６に示すように、各分割ケース３ａ，３ａの端部に位置する軸支部３５の外周に
は、タイトアーム５の端部の取付孔に貫通する大径の円周面のタイトアーム取付部３ｇと
、同様にタイトアーム６の端部の取付孔を貫通する小径の外周面のタイトアーム取付部３
ｈとを、外径を異ならせて階段状に形成している。
【００２２】
そして、このタイトアーム取付部３ｈには、嵌挿されたタイトアーム６の軸方向への移動
をガタつきなく阻止しながら抜け止めを行なうＣ型リング等の止め輪６ｐを係脱可能に係
合させる止め溝３ｍを共に形成することによって複数のタイトアーム５，６を、支持ケー
ス３の端部の軸支部３５に円滑に回動自在に支持できるように精度よく加工できるように
形成している。
【００２３】
前記のような２本のタイトアーム５、６の支持構造により、先ずタイトアーム５を大径の
タイトアーム取付部３ｇに嵌挿する。次いで別のタイトアーム６を小径のタイトアーム取
付部３ｈに嵌挿し、そして止め輪６ｐを係合させると、両タイトアーム５、６は同一軸芯
に，隣設した状態で回動可能に支持されることになる。
【００２４】
タイトアーム５は、タイトアーム取付部３ｇ上でタイトアーム６との間の小間隙分だけ軸
方向に自由になってその回動を円滑に行なうことができる。また、タイトアーム６はタイ
トアーム取付部３ｈ上で段部と止め輪６ｐ間で挟持状に規制状態で支持され、ガタつきの
ない回動を可能にして両タイトアーム５、６の位置決めと抜け止めを確実に行なうことが
できる。
【００２５】
また、両タイトアーム５、６は、揚穀筒２２に強固に支持されるとともに、回転軸３１や
伝動軸３２等を軸支する支持ケース３の軸支部３５に、タイトアーム取付部３ｇ，３ｈを
段付き状に軸支している。
【００２６】
従って、この伝動構造の支持ケース３は、タイトアーム取付部３ｇ，３ｈの取付と支持す
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る部材に兼用することができる。そのために、両タイトアーム５、６を安定よく軸支する
ことができる。
【００２７】
その上、別の取付部材を必要としないので、部品点数も少なくなり伝動構造の構成を簡潔
で廉価なものにすることができ、脱穀機１の軽量化を図ることができる等の利点がある。
【００２８】
また、上記のような支持ケース３に軸支されるタイトアーム５，６は、図３に示すように
支持ケース３の下方でアーム長さを異ならせ、方向を異ならせた経路を有する両側のベル
ト４１，３４間に位置させ、これらの両ベルト４１，３４を簡単な構成によりベルト張り
を行ない、伝動を良好に行なうことができる。
【００２９】
即ち、タイトアーム５はアーム長さを長くした先端部にテンションクラッチプーリ５ａを
軸支し、ベルト４１の緩み側の中途部を接離可能に転接するようにしているとともに、ク
ラッチレバー５Ｌのベルト張り用のスプリング５０の設置代を十分にとることができるよ
うに、タイトアーム５の形状は半月状に形成している。
【００３０】
また、タイトアーム５は上記スプリング５０を係止させてクラッチレバー５Ｌの操作リン
ク５１と連結させることにより、図３、４の実線で示すクラッチ入り状態から、クラッチ
レバー５Ｌの矢印方向への切り操作によって、同図の点線状態にスプリング５０を緩めて
クラック切り作動させるようにしている。
【００３１】
またこのとき、テンションクラッチプーリ５ａは切り方向に自重を利用して確実に退動さ
せることができるようにしている。
【００３２】
そしてタイトプーリ６ａは、図２、３、４で示すようにタイトアーム５の半分程度の長さ
に短くしたタイトアーム６の先端部に、前記テンションクラッチプーリ５ａの移動する範
囲を越える長さの支軸６ｂによって、ベルト３４の張り側を巻き掛け角を大きくするよう
に軸支している。
【００３３】
また、タイトアーム６と揚穀筒２２の上方に取付ブラケット２２ｂを突設し、この取付ブ
ラケット２２ｂに調節ネジ５１を設け、これの下端にベルト張り用のスプリング５２を支
持し、このスプリング５２の下端を前記タイトアーム６に連結して前記スプリング５２の
張り長さを調節可能にしている。
【００３４】
この構成によれば、スプリング５２と調節ネジ５１は、揚穀筒２２を強固な取付部材とし
てコンパクトに設置することができ、更にタイトプーリ６ａをベルト３４の張り方向に適
正に張圧してベルト伝動を良好に行なうことができる。
【００３５】
また、前述したように支持ケース３のタイトアーム取付部３ｈに止め輪６ｐによってガタ
つきなく支持されているので、タイトプーリ６ａを常時張圧しても、その振動や揺れ等を
抑制することができる等の特徴がある。
【００３６】
次に図３、４を参照して前記クラッチレバー５Ｌの支持構造等について説明する。
【００３７】
クラッチレバー５Ｌは図３に示すように、エンジン４の前方側で機台１Ｋから立上げ、後
方側に向けてＬ形に屈曲させたレバーフレーム７を取付部材として、このレバーフレーム
７の後部に突設したレバー軸７０に回動可能に軸支し、このレバー５Ｌの位置を図示しな
いレバーガイドによって切り換えて位置決めして係止するようになっている。
【００３８】
そして図示例においては、上記レバーフレーム７の後部を揚穀筒２２に着脱可能に設けた
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杆状の連結部材７１と連結して補強支持するとともに、レバーフレーム７と連結部材７１
と揚穀筒２２と、更に機台１Ｋとによって閉成した方形状の枠体を形成する剛体枠構造に
している。
【００３９】
なお、上記連結部材７１に前記取付ブラケット１ｃを連結すると支持ケース３をより安定
状態で支持することができる。　従って、この構成によれば揚穀筒２２と連結したレバー
フレーム７は、杆状の枠体で十分な剛性を有しながら簡潔な構成で、振動等による揺れ等
を抑制することができ、クラッチレバー５Ｌを安定よく支持することができる。
【００４０】
また、クラッチレバー５Ｌの入り切り操作を行なうとき、テンションクラッチプーリ５ａ
のベルト張り力やスプリング５０の引張り力がレバーフレーム７に繰返し荷重として加え
られるが、これらの力を連結部材７１（図３、４）が分担して支持するので、支持ケース
３とクラッチレバー５Ｌとの芯間の変動や狂いを長期間にわたって的確に防止でき、その
結果、クラッチ操作を良好に行なうことができるとともに、ベルト張り力を一定に維持す
ることができ、ベルト伝動を良好に行なうことができる等の特徴がある。
【００４１】
また、レバーフレーム７を揚穀筒２２と連結部材７１を介して連結することにより枠体を
構成する部材を小分化できるので、枠体の加工や組付け等の作業を簡単にすることができ
る等の利点がある。
【００４２】
しかし、本発明は、前記構成に限定するものではなく、レバーフレーム７と連結部材７１
とは一体的な枠体に形成してもよいものである。
【００４３】
次に、図１、図２を参照して、前記伝動回転軸３２を介して扱胴２ａを回転駆動するベル
ト伝動構造について説明する。
【００４４】
即ち、伝動プーリ３２ａ（図２）とその側方に位置する扱胴プーリ２３との間にベルト８
を巻き掛けるとともに、このベルト８の内側と外側にそれぞれ脱穀機枠１ａに軸支したタ
イトプーリ８０，８１，８２を設けてベルトラインを形成し、図１に示すように伝動プー
リ３２ａと扱胴プーリ２３との巻き掛け角を適正に維持することにより、支持ケース３か
ら扱胴２ａへの伝動を的確に行なうことができるようにしている。
【００４５】
以上のように構成した脱穀機１は、クラッチレバー５Ｌを図３の反矢印方向のクラッチ操
作で実線位置にすると、テンションクラッチプーリ５ａをベルト４１に押接して、エンジ
ン４から支持ケース３に軸支されている回転軸３１に入力する。そして出力プーリ３３と
入力プーリ３０を同時に駆動し、更に伝動回転軸３２と伝動プーリ３２ａと、ベルト８を
介して扱胴２ａを円滑に駆動して脱穀作業を行なうことができる。
【００４６】
この際、脱穀機１は、その脱穀機枠１ａに立設した揚穀筒２２に、プーリ３０を有する回
転軸３１を軸支した支持ケース３を取付けた構成とし、脱穀機枠１ａに強固に立設してい
る揚穀筒２２を、支持ケース３の取付部材として兼用しているので、この支持ケース３を
安定よく支持することができるとともに、支持構造を簡単な構成とすることができる。
【００４７】
また、支持ケース３は、揚穀筒２２にあらかじめ部品組みした状態で脱穀機枠１ａに組付
けることもできるので、支持ケース３及び、この支持ケース３に取付けられるテンション
クラッチプーリ５ａ、並びにタイトプーリ６ａ等の組立性も向上させることができる。
【００４８】
そしてテンションクラッチプーリ５ａをクラッチ作動させるクラッチレバー５Ｌを、揚穀
筒２２と連結したレバーフレーム７からなる剛体枠構造に支持させているので、テンショ
ンクラッチプーリ５ａのクラッチ操作やタイトプーリ６ａによるベルト張り等を円滑に行
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なうことができる等の特徴がある。
【００４９】
【発明の効果】
本発明の伝動構造によれば、プーリ３０を有する回転軸３１を回転可能に軸支する支持ケ
ース３に、ベルト張り用のプーリ５ａ，６ａを有する複数のタイトアーム５，６を同一軸
芯に隣設させた状態で軸支させている。
【００５０】
従って、回転軸３１（入力軸）を軸支する支持ケース３を、複数のタイトアーム５、６を
省スペースで安定よく支持する支持部材として使用できる。
【００５１】
また複数のタイトアーム５、６は隣設させているので、タイトアーム取付部の加工を精度
よく簡単に行なうことができるから、これらのタイトアーム５、６を有する伝動構造を簡
潔で廉価な構成にすることができる。
【００５２】
また、プーリ３０を有する回転軸３１を回転可能に軸支する支持ケース３を、合せ型の分
割ケース３ａ，３ａを合せることにより形成するとともに、上記支持ケース３の軸支部３
５の外周に、ベルト張り用のプーリ５ａ，６ａを有するタイトアーム５，６と、このタイ
トアーム５、６の抜け止めを行なわせる止め輪６ｐとを嵌挿させるように構成している。
【００５３】
従って、分割ケース３ａ，３ａを組み合せた状態でタイトアーム５、６と止め輪６ｐを嵌
めることで、分割ケース３ａ，３ａの開きを防止して支持ケース３を簡単に形成すること
ができる。
【００５４】
また、この支持ケース３をタイトアーム５、６を支持する支持部材に兼用することができ
て、ベルトの巻掛けを良好に行なうことができる伝動構造を提供することができる。
【００５５】
さらに支持ケース３の軸支部３５の外周に、外径を異ならせて複数のタイトアーム５，６
を嵌挿させるタイトアーム取付部３ｇ，３ｈを階段状に形成しているので複数のタイトア
ーム５、６の取付けを簡単にすることができるとともに、複数のタイトアーム５、６の誤
組付けを生ずることがない。
【００５６】
また、複数のタイトアーム５，６を長さを異ならせてタイトアーム取付部３ｇ，３ｈに取
付けるようにしたことにより、各タイトアーム５、６に支持されるプーリ５ａ、６ａの干
渉を防止することができる。また、支持ケース３を脱穀部１に装着するとともに、この支
持ケース３内で他の伝動ケースと、ギヤ３１ａ，３２ｂを介して伝動可能に構成したこと
により、支持ケース３を揚穀筒２２に安定よく取付けることができるとともに、他方への
伝動も行なって脱穀部の伝動構造を簡潔で廉価な構成にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を備えた脱穀機の要部を示す正面図である。
【図２】図１の要部の要部構成を示す平面図である。
【図３】図１の脱穀機の側面図である。
【図４】図３の脱穀機の要部を示す拡大図である。
【図５】支持ケースの伝導支持構造を示す正面図である。
【図６】支持ケースの詳細を示す平断面図である。
【符号の説明】
１　脱穀機　　　１Ｋ　機台　　　１ａ　脱穀機枠
２　扱胴軸　　　２ａ　扱胴
３　支持ケース　　３ａ　分割ケース　　　３ｆ　軸支部
３ｇ，３ｈ　　タイトアーム取付部　　　４　エンジン
５　タイトアーム　　　　５ａ　プーリ（テンションクラッチプーリ）
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５Ｌ　クラッチレバー　　　６　タイトアーム
６ａ　プーリ（タイトプーリ）　　　６ｐ　止め輪　　７　レバーフレーム
２２　　揚穀筒　　　２２ａ，２２ｂ　　取付ブラケット（取付部材）
３０　プーリ（入力プーリ）　　３１　回転軸

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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